
日

明

司

h
M

閣

の
4
M
M

イ

予

-

災

今

年

も

ま
た
火
災
の
発
生
し
易
い
宰
節
に
な
り
ま
し
た
。

引
火
大
村
市
で
は
今
年
に
な
っ
て
か
ら
+
月
末
ま
で
、
す
で
に
十
七
件
の
突
が
お
と
り
、

引
国
二
百
二
十
二
万
六
千
円
が
灰
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

山
川
全
と
れ
ら
の
原
因
は
殆
ん
ど
不
注
意
か
ら
で
す
。
お
互
い
が

「火
」
に
対
し

で

夜
間
心

1
l

一

を
も
っ
て
油
断
な
く
取
扱
え
ば
、
悲
惨
な
事
故
は
起
さ
な
く
て
す
み
ま
す
。

こ
の
た
び
火
災
を
予
防
し
て
、
安
一
日
月
初
日

一

を
受
け
、
か
っ
、
担
椀
能
刀
を

心
し
て
住
め
る
よ
う
に
、
一
般
の

一①
午
前
八
時
演
習
招
集
サ
イ
レ
ン
一
著
し
く
捜
矢
し
た
者
に
対
し
て

火
災
に
対
す
る
予
防
思
想
を
高
め
一
吹
時

一

課
す
る
昭
和
三
十
二
年
度
分
の

災
害
を
宋
然
に
防
止
す
る
た
め
、
一
②
機
械
器
具
の
点
検
整
備

(各
消
一
市
民
税
及
び
固
定
資
産
税
の
滅

全
国
一
斉
に
十
一
月
二
十
六
日
か
一
防
分
団
で
実
施
)

一
免
に
関
す
る
取
扱
ド
に
つ
い
て

ら
十
二
月
二
日
ま
で
、
秋
の
全
国

一

日

月

幻

自

一

は

、

法

令

そ

の

他

別

に

定

が

あ

火
災
予
防
週
間
が
実
施
さ
れ
ま
す
一
①
家
庭
、
学
校
、
病
院
、
劇
場
の
一
る
も
の
の
外
、
乙
の
規
則
の
定

大
村
市
消
防
団
で
は
こ
の
間

い

ろ

一

防

火

査

察

一

め

る

と

と

ろ

に

よ

る

。

い
ろ
な
行
事
を
実
施
し
ま
す
が
、
一
③
防
火
水
槽
に
水
の
補
充

一

(
市
民
税
の
減
免
)

主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
か
一
⑤
水
道
消
火
栓
の
点

検

一

第
二
条
水
害
に
因
り
市
民
税
の

ら

、

皆

さ

ん

の

ご

協

力

を

お

願

い

一

日

月

羽

田

納

税

醤

務
者

(
個
人
に
限
る。

し

ま

す

。

一

前

日

に

同

じ

以

下

同

じ

。

)
が
左
の
各
号
の

な
お
、
週
間
中
午
後
八
時
に
各
地
一
日
月
mm
日

一
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た

区
一
斉
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
(
三
十
一
自
動
車
に
よ
る
防
火
宜
伝
(
午
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
納
税

秒
速
続
一
回
)
し
ま
す
の
で
、
家
一
前
九
時
中
央
公
民
舘
前
出
発
、
麓
務
者
に
対
し
て
観
す
る
昭
和

庭
、
職
場
で
は
、
も
う
一
度
「
火
一
市
内
を
行
進
。
普
察
、
陸
、
海

三
十
二
年
度
刀
の
市
民
相
額
の

の
一
見
」
を
確
か
め
ま
し
ょ
う
。
一
自
衛
隊
消
防
隊
参
加

?っ
ち
附
和
.
ニ
工

一年
七
何
以
後

(消
防
本
部
)
の
納
期
じ
係
ゐ
税
額

(特
別
徴

牧
さ
れ
る
巾
民
税
に
つ
い
て
は

昭
和
4

ニ
寸
二
年
七
月
一
日
以
後

に
お
い
て
特
別
徴
政
す
べ
き
税

額
ζ

ず
る
。
以
下
同
じ
。
)
に

つ
い
て
、
当
該
税
額
に
そ
れ
ぞ

れ
当
該
各
号
に
掲
げ
る
率
を
乗

じ
て
得
た
額
を
軽
減
し
、
ま
た
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水
害
被
災
者
へ
市
税
の
減
免

決
定
通
知
は
日
月
初
日
ど
ろ

七
月
水
害
は
空
前
の
災
害
を
も
た

ら
し
た
関
係
よ
、
と
の
水
害
に
の

み
適
用
す
る
市
税
の
減
免
の
特
例

に
関
す
る
規
則
が
、
九
月
十
日
付

で
次
の
と
お
り
定
め
ら
れ
た
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
ム
「
次
水
害
に
伴
う
市
税
の

減
免
に
関
し
て
は
、
申
告
に
基

ず
き
、
そ
れ
ぞ
れ
現
場
調
査
後

整
理
算
定
申
で
あ
り
ま
し
た
が

よ
う
や
く
減
免
額
が
決
定
し
ま

し
た
の
で
、
十

一
月
二
十
日
ど

ろ
被
災
者
に
対
し
通
知
の
予
定

で
あ
り
ま
す
。

(

税
務
課
)

(一)

昭
和
犯
年

7
月
の
水
害
に
因
る
被
害
者
に
対

す
る
市
税
の
減
免
の
特
例
に
関
す
る
規
則

(目
的
)

第
一
条
昭
和
三
十
二
年
七
月
の

水
害

(
以
下
「
水
害
」
と
い
う
。
)

に
因
り
、
特
に
甚
だ
し
い
災
害

二
級
建
築
士
の
撰
考

回

月
末
宜

r伸
帽
の
こ
と

ζ 

と

と

者

寸

8 

手

l 

勺

1 
、
〈

し

〈

…1

1
-川
=i
l
i
-
-
…
一
そ
れ
ぞ
れ
雪
欄
に
掲
げ
る
率
一
得
た
雪
軽
減
し、

ま
た
は
免一

の
規
定
に
準
じ
て
、

そ
の
税
額
三
、
山
崩
れ
、
土
砂
流
入

管

囚

一
じ
た
と
認
め
ら
れ
る
と
き
い
て
怒
し
、
ま
た
は
免
除
す

む

o

一

を

当

該

税

額

に

乗

じ

て

得

議

一

除

す

る

。

一

章

減

し

、

叉
は
免
除
す
る
。一

り
主
要
問
造

部

分

が

著

し

く

損

一

削

る

も
の
と
す
る
。

陪

い

ニ

を

軽

減

し

、

ま

た

は

免

除

す

る

て

、

被

害

面

積

雪

該
土
地
の
面
一

(
家
屋
に
対
す
る
固
定
資
産
税
一
号
、
大
修
理
主
要
と
す
る
一

(償
却
賢
暗
記
す
る
固
定
資
一
(
減
免
の
申
請
)

・
悶

r
d
一一

(土
地
に
対
す
る
同
定
資
産
税
一
積
の
八
割
以
上
で
あ
る
場
合

一
の
減
免

)

一

場

合

で

当

該

家

屋
の

舗

の

六

一

躍

税

の

減

免

)

一

第

六
条
前
四
条
の
規
定
に
よ
っ

二
削
g
q
…
一
の
減
免
)

一

十

剖

一

第

四

条
水
害
に
因
り
災
害
皇
制
以
上
の
師
値
を
減
じ
た
と
認
一第
五
条
市
屋
、
水
害
に
因
り
一
て
、
市
民
税
及
び
回
定
資
話

，v亦
て

て

二

第

一一一条

委
に
よ
り
災
喜
被
一
二
、
被
害
面
積
が
議
土
地
の
面
一

っ
た
家
屋
に
つ
い
て
は
、

当
該
一
め
ら
れ
る
と
き

八

割

一

毒

装

っ

た
償
却
資
産
に
つ
一
の
減
免
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

…

Z
の

1
め

)

一

っ
た
農
地
ま
た
は
、
宅
地
義
一
積
の
六
割
以
上
八
割
未
満
で
あ
一

家
屋
に
対
し
て
課
す
る
昭
和
三
了
一
一
、
軒
下
浸
水
等
に
よ
り
内
陸
、
一
い
て
は
、
当
該
償
却
童
話
一
は
市
長
の
定
め
る
と
と
ろ
に
よ

一

自

即

日

午

課

一

失

、

水

没

、

埋

没

ま

た

は

、

崩

一

る

者

八

割

一
十
二
年
度
分
の
固
定
資
産
税
額
一
外
壁
、
質
管
理
壱
つ
け
一
し
て
課
す
る
昭
和
三
十
二
年
度
一
り
別
記
様
式
の
市
民
税
及
び
固

んの

3d
。

な
務
一
壊
に
よ
り
作
付
不
能
ま
た
は
使
一
三
、

被
害
察
当
該
土
地
の
面一

の

2
、
昭
和
三
十
一一
年
七
芝
居
住
吉
使
用
目
的
を
著
し
く
一
分
の
固
定
資
産
税
額
。
っ
ち
、
一
定
資
産
税
減
免
申
爾
替
に
そ
の

一
月

才

3
m税
一
用
不
能
と
な
っ
た
場
合
に
お
い
一

積
の
四
割
以
上
六
割
未
満
で
あ
一
以
後
の
鎖
反
る
税
額
に
つ
一
損
じ
た
場
合
で
、
当
該
霊
の
一
昭
和
一一
干
一
一
年
七
月
以

後

の

納

一

事

実

主

事

長

雪

添

え

r

L
3
1
断

(

一

て

は

、

義

重

ま
た
は
、
宅
一

る
場
合
六
割
一
い
て
、
左
の
各
号
に
掲
げ
る
区
一
価
額
の
四
割
以
上
六
割
未
満
の
一
期
に
係
る
税
額
受
前
条
の
規
一
て
昭
和
三
十
二
年
八
月
二
十
日

一

今

私

J
出

土

地

に

対

し

て

課

す
る
悶
和
三
十
一
四
、
被
害
面
積
雪
該
土
地
の
面
一
分
に
従
い
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
主
価
値
を
減
じ
た
と
認
め
ら
れ
る
一

定
の
例
に
よ
っ
て
、
軽
減
し
ま
一
迄
に
市
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば

十

味

川

方

ニ

二

年

度

分

の

固

定
資
産
税
額
の
一
積
の
二
割
以
上
四
割
未
満
で
あ
一
号
に
掲
げ
る
蓄
当
該
税
額
に
一
と
き

六

割

一

た

は

免

除

す

る

。

但

し

、

他
主
な
ら
な
い
。

一

則

i
…

ど

で
っ
ち
同
和
二
十
二
年
七
月
以
後
一
る
場
合
三
割
・
一
乗
じ
て
得
た
額
を
騒
ぎ
、

ま
一
四
、
下
壁
、
畳
等
に
損
傷
壱
つ
け
一
町
村
の
区
域
に
わ
た
り
償
却
賢
一
附
則

-

ペ

リ

未

…
一
の
納
期
に
係
る
税
額
に
つ
い
て
一

2

水
害
に
因
り
災
害
を
被
っ
た
一
た
は
免
除
す
る
。
一

居
住
又
は
使
用
目
的
を
損
じ
、

一
産
を
所
有
す
る
法
人
に
つ
い
て
一
こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施

一

市

ラ

二

左

の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
従一

農
地
及
び
宅
地
以
外
の
土
地
に
一
一
、
全
壊
、
流
失
、
遺
言
因
一
修
理
ま
た
は
取
言
要
す
る
場
一

は
、
そ
の
所
有
す
る
全
償
却
主
行
し
、
昭
和
三
十
二
年
七
月
二
十

山

1
2-Eliz
-
-;
l
h
一

ぃ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
尊
に
掲
一
係
る
昭
和
一
ニ
士
一
年
度
分
の
回
一

り

室

長

室

と

ど

め
な
い
一
合
で
、
当
該
家
屋
の
価
額
の
三
産
に
係
る
被
害
率
を
勘
案
の
上
一
五
日
か
ら
適
用
す
る
。

は
免
除
す
る
。

一

げ
る
芝
当
該
税
額
に
乗
じ
て
一
定
資
産
税
に
つ
い
て
は
、
前
項
一
害
事
一
割
以
上
四
割
未
満
の
価
値
義
一
必
要
と
認
め
ら
れ
る
限
度
に
お
一

一
、
死
亡
し
た
場
合
+
劃
一
‘
，
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一
十
日
間
報
同
九
時
一
一

鉱

一

ジ

フ

テ

リ

ヤ

の

予

防

接

種

一

時

比

問

視

百

世

胡

旦

弘

h
M
U臨
目
黒
山
千
八

L
A
u
dノ
静

諸

問

仁

十

一

神

戸

四

ノ

町

字

儲

日

限

定
に
よ
る
生
活
扶
助
を
受
け
る
一
も

れ

な

く

受

け

て

く

だ

さ

い

一

員

く

だ

さ

い

。

一

八

番

の

ニ

畑

一

反

歩

一

⑮

大

村

市

四

ノ

郷

字

申

尾

六

百

四

一

五

十

一

番

畑

四

畝

八

歩

乙
と
と
な
っ
た
場
合
十
割

一

一

ム
十
買
に
つ
き

(正
味
)
六
十
円
一

⑪
大
村
市
冨
ノ
原
郷
字
福
里
千
四
一
十
八
番
田
-
反
十
七
歩
一
大
村
市
四
ノ
郷
宇
鏑
山
二
千
百

ニ
、
芸
者

(地
方
税
法
(
悶
和
一
候
報
〕
ジ
フ
テ
リ
ヤ
予
防
接
種
第
一
し
て
使
用
で
き
る
よ
う
、
特
別
の

一

(
空
か
ま
す
と
引
替
え
に
「
か
一

百
三
十
三
番
畑
一
反
歩

一⑪
大
村
市
日
泊
郷
宇
丸
尾
五
番
の
一
二
十
九
番
畑
三
畝
十
七
歩

二
十
4

年
法
第
二
百
二
十
六
一
二
図
表
の
と
お
り
実
施
レ
ま
ヱ
注
意
表
っ
て
処
理
し
、
次
の
価
一
ま
す
」
に
つ
め
で
あ
る

の

室

⑪
大
村
巾
皆
同
郷
字
大
堂
百
十
七

一

九

山

林

四

反

ニ
畝
歩
一
@
大
村
市
並
松
郷
字
東
並
松
三
百

号
」
(
以
下

「法
」
と
い
う
。

)
一

の

で

第

一

回

接

種

を

結

え

た

人

口

一

格

で

売

却

し

て

い

ま

す

。

一

ず

)

一

審

の

六

宅

地

三

十

六

坪

一⑬
大
将
市
玖
島
郷
五
十
一
審
家
一
二
十
四
番
の
一
宅
地
主
十

第
一
百
九
十
二
議
会
長
一
も
れ
な
く
接
種
し
て
く
だ
さ
い
c

一
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
十

一
月
一
ム
五
貫
紙
袋
入
一
一
一
十
五
円

(紙
一
⑫
大
村
市
因
不
郷
字
要
議
百
三
一
屋
奪
同
郷
二
十
三
番
の
一
二
木
一
四
坪
大
村
市
並
松
郷
三
百
二
十

定
ず
る
不
具
者
と
い
う
。
)
と
一
語
、
来
年
四
月
小
学
校
に
入
一
百
発
行
の
本
紙
で
お
知
ら
せ
一
袋
「
セ
メ
ン
袋
ま
た
は
類
似
一
十
九
番
回
一
示
室
主
造
毒
装
集
一
棟
建
一
審
査
番
号
同
郷
百
四
十

な
つ
十
場
合

九

割

一

学

ず

る

喜

接

種

で

き

ま

す

。

一

し

ま
し
た
が
、
以
来
季

一由
の
一

#¥"21'>: 
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ば

か

り

と

な

り

、

一

応

摘

出

雲

給

部

隊

と
し
て
は
警
官
後
事
り
に
部
一

「市
民
の
告
さ
ん
、
と
の
際
大
村
一

武

部

配

水

池

か

ら

匿

一

頂

き
た
い
と
い
う
書
面
を
添
え
て
一
ど
迷
惑
で
し
ょ
う
が
部
落
の
蛍
己
一

m雲
仙
盟
さ
れ
る
か
見
当
が
つ
き

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
今
後

外
と
隔
離
し
三
日
も
早
く
と
れ
一市
か
ら
永
述
じ
赤
痢
が
発
生
し
な一

名

の

方

へ

お

た

ず

ね

一
余
一
封
が
私
あ
て
(
武
郎
配
水
池
一

ま
と
お
計
り
の
上
で
も
、
お
宅
の
一
ま
せ
ん
の
で
奈
川
上
存
借
り
て
お

も
ま
ず
ま
ず
防
伎
を
強
化
し
徹
底

が
絶
滅
を
制
す
べ
く
、
隊
員
は
も
一

い
よ
う
努
力
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
一

私
は
市
水
道
課
の
武
郎
配
水
池
一御
用
と
し
て
)
郵
送
さ
れ
て
来
ま
一
側
の
地
保
的
修
附
の
一
部
に
で
も

一持
ね
す
る
次
節
で
す。

的
に
凶
の州
v
f
械
を
崩
ず
る
万
針
で

ち
ろ
ん
、
家
族
に
い
た
る
ま
で
検
一
せ
ん
か
」

一勤
務
と
し
て
全
配
水
池
構
内
出
合
一

し
た
の
で
大
変
処
悦
に
凶
り
、
結
一ど
使
則
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
取

一川
と
ぞ
私
あ
て
暫
而
な
り
口
頭
な

あ

る

。

便

ず
る
な
ど
同
校
努
力
し
た
結
果
一
発
生
以
来
ご
協
力
ど
御
陵
助
く
だ
一
に
肘
住
ず
る
者
で
す
が
、
こ
の
配
一日
、
地
元
輩
格
の
皆
同
}
ん
と
相
談
一
り
計
ら
い
く
だ
さ
い
ま
す
れ
ば
幸一

り
で
、
お
知
ら
せ
願
い
た
い
と
一仔

部
隊

ω状
況
は
前
記
の
通
り
で

十
五
日
に
は
殆
ん
ど
そ
の
目
的
を
一
さ
つ
た
保
随
所
、
及
ひ
大
村
市
な
一水
仙
の
路
傍
に
百
く
か
ら
馬
頭
矧
一
し
て
一
部
の
修
引
を
い
た
し
ま
し
一
に
存
じ
ま
す
。
云
々
。
と
由
明
い
て
一
じ
ま
す
。
(
武
部
配
水
池
内
市
水

あ
り
ま
す
が
市
内
か
ら

も

少

数

達

成

す

る
と
と
が
で
き
ま
し
た
。
一
ら
ひ
に
市
民
の
方
々
に
深
く
感
謝
一
世
音
が
配
ら
れ
て
お
り
ま
す。

一た。

と
乙
ろ
が
本
年
十
一
月
七
日
一参
り
ま
し
た
。

切
刊
の
と
芳
志
で
一泊
課
勤
務
按
術
史
員
渡
海
文
一
)

で
は
赤
痢
患
者
が
発
生
し
始
め
た
一
健
康
で
下
痢
も
全
然
な
く
、
普
一辿
一

の

赤

痢

保

菌

者

が

散

発

し

て

お

し

か

し

大

村

保

健

所

の

検

査

に

よ

一

い

た

し

ま

す

。

一

昨

年

の

十

二

月

に

突

然

陪

名

の

一

村

大

村

局

の

消

印

で

再

ひ

そ

の

λ
一
す
か
ら
又
部
誌
の
人
と
相
読
し
て

一
ir-
-ifizz---rt・-1

の
で
、
部
隊
と
し
て
は
防
疫
の
徹
一と
変
り
が
な

い

。

一

る

誌

に
か
ん
が
み
、
次
の
予
一

赤

痢

撲

滅

広

努

力

一
れ
ば
、
飲
食
侶
を
は
じ
め
、
食
品

一

(

大

村

部

隊

)

一
万
か
ら
、
そ
の
地
像
尊

(と
罰
よ

か
ら

(と
思
わ
れ
る
v

匿
名
で
金
一
ど
霊
に
刑
い
た
い
と
存
じ
ま
す
一

火

の

用

心

底
を
は
か
る
た
め
盤
強
調
週
間
一

入
院
雲

車

検

査

の

輩

、
一

防
心
仰
を
笑
行
し
て
震
予
防
京
月
初
旬
以
来
発
生
し
ま
し
た
当
五
左

手
数
カ
所
か
ら
答
者
一

一
て
あ
り
ま
し
た
)
の
修
却
を
し
て
二

封
を
添
え
、

負

封
の
も
の
で
一
が
、
容
に
も
、
ど
ん
な
風
喜
一

を
定
め
、
部
外
と
の
隅
離
を
完
全
一
投
薬
に
よ
り
大
部
分
は
す
で
に
一

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

一部
隊
の
集
団
赤
痢
に
つ
い
て
は
、

一が
発
生
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
部
了

H
H
J・U
H
-
-
i
H
q
h
H
1ト
j
u
-
-
i
l
l
u
-
-
4

に
し
日
夜
防
疫
に
努
め
た
。
一
マ
イ
ナ
ス
に
な
り
、

十

七

日

ま

一

ム

手

洗

の

励

行

一

い

ろ

い
ろ
と
と
心
配
を
お
か
け
し
一
隊
と
し
て
は
さ
ら
に
炉
疫
の
徹
底
一

l
j

学
制
改
不
十
周
年
、
教
育
委
員
会
発
足
五
周
年
記
念
行
事

ま
た
大
村
保
健
所
、
市
衛
生
課
、一

で
に
六
十
八
名
が
退
院
し
、
残
玄
飲
食
物
に
気
を
つ
け
る

一

て

誠

心
申
し
訳
な
い
と
思
い
ま
す
一春
期
し
た
い
と
思
い
ま

す

。

一

切

民

訂
町
一
お
ん
料
開
劃
例
制
倒
的
防
防
刊
誌

F

県
衛
生
部
で
は
襲
撃
編
成
し
一
り
の
入
院
思
者
も
大
半
が
二
十
一
ム
共
同
井
戸
の
清
潔
保
付
一

-t
i
t
i
t
j
t
i
t
j
{
;
{
;
{
J
t
i
1
2
1
ι

党

公
民
飢
百
行
わ
れ
た

6
2は
制
表
彰
者
・
下
は
蓄
な
関

そ
の
予
防
、
ま
ん
延
防
止
に
尽
力
一
目
前
後
じ
退
院
の
見
込
み
で
あ
一ム
流
れ
川
の
水
で
肥
梢
、
食
器
、
一
伝
説
貫
)
空
士
貫
通
一

十

主

演

者
f

川
和
十
三
年
一

一一同

工

科
品
の
展
示
)

し
、
十
三
日
ご
ろ
か
ら
入
居
者
一

る
の
で
部
隊
で
は
十
八
日
か
ら
一

室

な

ど

を
抗
わ
な
い
。

一

信

重

)

一

四
月
三
日
か
ら
十
五
年
四
月一

一

£

基

本

選

挙

人

名

待

の

街

一以

科

医

一

一

一

一

一

・

子

市
選
管
で
は
十

一
月
王
臼
か
ら
十
九
日
ま
で
基
本
選
挙
人

も
逐
次
退
院
す
る
に
至
っ
た
。
一
卒
常
業
務
に
復
し
た
。
一

ム
早
期
受
診
の
励
行

一ム
応
募
資
格
昭
和
三
十
=
犀
四

一

日
ま
で
の
出
作
者
)。

一

3

f
符

の
縦
覧
令
行
っ
た
が
、

今
年
は
初
の
試
み
と
し
て
延

一
般
市
民
の
患
者
発
生
に
つ
い
て
一
部
隊
で
の
状
況
は
、
全
員
一
二
回

t
一
ム
寝
室
し
な
い
と
と
。

一
月
一
日
現
在
十
五
才
以
上
十
七

一ム
受
付
十
月
一

千
万
日
か
ら
十
一

(

ベ
四
日
間
市
内
四
カ
所
で
街
顕
縦
覧
を
行
っ
た
。

は
平
常
の
発
生
状
態
と
殆
ん
と
変
一

六
回
の
検
使
を
終
り
殆
ん
ど
陰
性
一

(保
険
衛
生
課
)
一
才
未
満
の
者
(
昭
和
十
六
年
四
一
一
月
三
十
日
ま
で
。
一

ら
な
い
が
、
市
で
は
さ
ら
に
厳
重
一

I

l
l

i

-

-

l

i

l

i

-

-

-

-ー

一
月
二
日
か
ら
十
八
年
四
月
一
日
一
志

願

手

続

一

持
続
開
k
u
u
vと
病
状
一

自

衛

隊

生

徒

と

海

ー

空

の

操

縦

一

終

当

時

計

一号

M
F
U
A
同一
昨
日
立

に

わ

日

刊

訪

日

料

転

向

一

学

生

を

募

集

中

島

正

高

校

卒

業

者

一

ム

鶴

見

刊

誌

静

か

ら

で

一

一

二

期

計

四

M
1
4
u
m

の

患

者

数

防

衛

庁

で

は

自

衛

隊

で

必

要

と

す

一
(来年一一
一月
竹
中
業
見
込
み
の
者
之
月
十
四
四
ま
で
。

'一

の
場
合
は
十
円
切
手
を
は
っ
た

入
院
患
者
真
性
赤
痢
七
名
一
'G
技
術
部
門
の
陸
、
梅
、

空
間
闘を
一
含
む
」

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
一
潟
、
空
操
縦
愚
生
一
あ
て
先
明
記
の
封
筒
を
同
封
)

偉
康
保
菌
者
二
百
八
十
八
名
一
養
成
す
る
た
め
、
年
少
の
自
衛
官

一

一ム
採
用

予

定

人

員

一

所

定

事

項

記

入

の

上
関
係
欝
類

計
ご
百
九
十
五
名

一
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

一

自

衛

隊

生

徒

一

海
上
自
衛
隊
約
四
右
一
を
添
え
て
同
連
絡
部
ヘ
提
出
す

〔
病
状
〕
薗
型
は
D
型

(
ゾ
ン
一

ま
た
海
上
お
よ
び
航
型

(二)

保
菌
者
も
逐
次
減
少・
i
t
-
-一

一;
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
1
-

rit-
赤
痢
発
生
に
万
全
の
対
策

(第167号)りよt!. 政市

一
本
年
は
真
円
真
珠
発
明
五
十
周
年

一
に
当
る
の
で
、
と
れ
を
記
念
す
る

一た
め
、
日
本
興
味
振
興
会
、

長
崎

長
真
珠
養
殖
漁
業
協
同
懇
口
の
共

村

山

m
養
耕
や
功
労
者
を
表
彰

真
円
真
珠
設
明
印
一周
年
記
念
式
典
で

大昭和'32年11月20日

タ

(写真左 tは抗田氏の同文 ・右は供養塔1

催
で
、
t

十
一
月
五
日
午
前
十
時
三

十
分
か
ら
玖
島
崎
国
立
真
珠
研
究

所
大
村
支
所
で
長
崎
県
真
珠
祭
が

盛
大
に
行
わ
れ
た
。

当
日
は
、
全
国
真
珠
饗
殖
組
合
連

合
会
長
御
木
本
実
際
氏
を
は
じ
め

姻
口
母
員
養
殖
、
井
田
川
県
真
珠
護

舶
組
合
長
、
太
凹
真
珠
研
究
所
大

村
支
所
長
、
大
村
市
長
ら
関
係
者

探
賞
約
二
百
円
ち
が
参
列
、
十
九
十
年

に
わ
た
る
真
珠
事
業
の
犠
牲
と
な

っ
た
数

?
憾
の
貝
を
供
養
す
る
た

め
建
立
さ
れ
た
、

真
珠
供
養
塔
の

除
幕
式
と
供
養
に
引
き
つ
合
つ
い
て

真
珠
事
業
振
興
の
た
め
物
故
し
た

九
名
の
慰
鍛
療
が
行
わ
れ
た
。

午
後
は
中血
〈
公
民
舘
で
、
真
向
真

珠
発
明
五
十
周
年
祝
賀
式
が
行
わ

れ
、
席
上
動
統
従
業
員
の
表
杉
が

あ
っ
て
、
映
画

「真
珠
」

を
上
映

し
た
。な
お
、
供
時
骨
格
的
傍
仁
は
、
郷

土
出
身
の
作
家
福
田
消
人
氏
白

書
の
建
塔
脚
が
贈
ら
れ
立
て
ら

れ
て
い
卒
。
(
商
工
水
産
課
)

..Jニは:ff習に見入る人びと

j
と
し
ま
す
の
で
、
温
暖
地
で
強

風
を
受
け
な
い
四
乾
六
湿
の
場

所
を
選
び
、
水
平
に
横
木
そ
渡

し
ほ
だ
木
を
立
て
か
け
ま
す
.

乙
の
時
樹
皮
を
傷
つ
M

り
な
い
よ

う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
@

保

護

管

理

し
い
た
け
栽
培

カ
所
の
雑
草
の
刈
払
い
、
乾
煉

し
た
時
の
潜
水
、
雑
菌
の
入
っ

た
原
木
の
取
り
除
き
な
ど
の
作

業
を
怠
つ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

そ

の

他

日
光
、
温
度
、
湿

度
の
翻
齢
を
し
て
何
時
で
も
し

い
た
け
は
生
産
す
る
と
と
が
で

き
ま
す
。
農
家
の
副
主
と
し
て

有
利
に
取
入
れ
た
い
も
の
で
す

減
附
上
不
審
な
点
に
つ
い
て
は

林
業
改
良
指
導
員
、
市
農
林
課

森
林
組
合
へ
問
合
せ
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
種
附
は
森
林
組
合
で

一
例
六
十
二
銭
で
お
世
話
し
て

い
ま
す
。
多
少
に
か
か
わ
ら
ず

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い。

(
林
業
改
良
指
導
員
)

毛
行
い
、
梅
吉
衛
隊
佐
世
保
一
頃
鍛
練
の
意
気
と
力
で
各
種
ゲ
l
一

し

い

た

り

栽

培

の

コ

ツ

地
方
総
監
部
音
楽
隊
の
演
奏
、
二
ム
に
技
を
競
い
、

ι・後
は

部

隊

独

一

二

』ノ

般
市
民
も
参
加
し
て

o
の
ど
自
慢
存
の
仮
装
行
列
で
人
憲
君
、
一

農

家

の

副

業

と

し

て

有

利

。
大
村
部
隊
の
軽
音
楽
演
奏
、
映
一
婦
人
会
の
民
謡
踊
り
な
ど
も
出
場
一
大
村
市
の
気
候
は
し
い
た
け
栽
培
一
す
。
打
込
個
所
は
原
木
に
ラ
セ

画
な
ど
で
盛
況
を
極
め
た
。
一
市
民
と
と
も
に
秋
晴
れ
の
一
日
を
一
に
最
も
適
し
て
い
ま
す
。
農
家
の

一
ン
形
に
配
分
し
、
長
さ
一
ニ
尺
干

翌
二
十
七
日
は
午
前
九
時
か
ら
部
一
楽
し
く
す
と
し
た
。

一副
業
と
し
て
じ
よ
手
に
取
入
れ
一
末
口
四
寸

t
五
寸
の
原
木
で
は

隊
営
庭
で
大
運
動
会
を
躍

、

旦

(
庶
務
課
)

.
経
済
の
向
上
を
は
か
り
ま
し
ょ
う
一
七
人
カ
聖
子
。

原

木

原
み
は
ナ
ラ
類
、
ク
一
伏
込

種
別
を
打
込
ん
だ
原

ヌ
ギ
、
ク
リ
、
シ
イ
な
ど
で
大
一
木
は
菌
糸
が
よ
く
発
育
す
る
よ

体
三
寸
t
R
寸
位
が
最
も
多
〈
一
う
伏
せ
込
み
を
し
ま
す
。
伏
込

用
い
ら
れ
ま
す
。
秋
の
紅
葉
時
一

地
は
東
南
向
の
ゆ
る
や
か
な
山

か
ら
訴
の
発
穿
削
ま
で
の
聞
に
一
院
で
排
水
の
よ
い
砂
質
的
が
よ

(
今
が
一
審
よ
い
伐
株
時
期
)
一

く
、
木
の
識
の
間
か
ら
凶
光
が

伐
採
し
、
枝
葉
を
つ
け
た
ま
ま
一
チ
ラ
チ
ラ
と
差
込
む
出
世

(六

一
カ
月
位
乾
燥
さ
せ
一
一
一
尺

t
五一

乾
凶
泌
)
が
班
相
的
で
す
。

尺
位
に
玉
切
り
し
ま
す
。
一
ほ
だ
起
し

伏
せ
込
ん
で

一

種

駒

の

打

込

種

闘

は

森

一
年
目
位
で
菌
糸
が
完
全
に
原
木

林
組
合
で
あ
っ
せ
ん
し
て
い
ま
一
に
拡
が
り
、

茸
が
出
る
よ
う
に

す

。

一

な

り

ま

す

の

で

、

し

い

た

け

が

ま
ず
原
れ
の
末
日
か
ら
元
日
に

一
発
生
し
吃
育
し
易
い
よ
?2Lし

向
っ
て
凶
十
度
t
間
十
五
度
の
一
て
や
り
ま
す
。

角
度
で
打
込
ノ
ミ
(
五
分
ノ
ミ
一
し
い
た
け
が
発
正
す
る
た
め
に

で
も
可
)
で
原
木
に
孔
を
あ
け
一

は
摂
氏
十
二
i
二
十
度
、
回
度

種
駒
を
差
込
み
軽
く
打
込
み
ま
一
八
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
を
必
要

運
動
会
な
ど
賑
わ
う

大
村
部
隊
記
念
行
事

自
衛
隊
創
立
三
周
年
記
念
行
事
と

し
て
、
陸
上
自
衛
隊
大
村
部
隊
で

は
十
月
二
十
六
日
午
後
六
時
か
ら

市
共
催
の
ド
に
申
央
公
民
館
で
前

夜
祭
と
し
て
。
音
諜
と
映
画
の
タ

、のど自慢 ク陸海(11'良 〈


